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海
田
町
長
　
　西
田
祐
三

町
長
コ
ラ
ム

「
三
密
を
避
け
た
行
動
を
」

　
４
月
16
日
に
国
が
緊
急
事
態
宣
言
を
発
出
し
、
広
島
県
知

事
も
こ
れ
を
支
持
す
る
と
表
明
し
ま
し
た
。

　
県
で
は
す
で
に
、
４
月
13
日
に
感
染
拡
大
警
戒
宣
言
を
出

し
、
週
末
だ
け
で
な
く
平
日
も
外
出
自
粛
の
要
請
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
町
に
お
い
て
も
、
公
共
施
設
の
休
館
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の

中
止
・
延
期
な
ど
の
対
応
を
と
っ
て
お
り
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
は
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
が
、
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
町
で
は
、
県
や
関
係
機
関
な
ど
と
の
連
携
、
情
報
収
集
に

努
め
、
広
報
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
伝
え
す
る
と
と

も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
、
住
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
に
対
応
す
る
た
め
の
相
談
窓
口
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　
住
民
に
皆
さ
ん
に
置
か
れ
て
は
、
様
々
な
疑
問
や
不
安
の

中
で
過
ご
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
町
と
し
て
も

感
染
拡
大
防
止
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
に
日
々
取
り
組

み
、
皆
さ
ん
と
一
丸
と
な
り
こ
の
状
況
を
乗
り
越
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
手
洗
い
や
せ
き

エ
チ
ケ
ッ
ト
の
励
行
と
共
に
、
三
密
（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）

を
避
け
た
行
動
の
継
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

給水人口と給水量の推移

給水人口 給水量

上下水道課　☎823－9214
蕭823－9839水道料金の改定の検討状況　その４水道料金の改定の検討状況　その４

これまで、人員を減らすなど経費の
削減に努めてきましたが、給水量の減
少や、機械設備および管路の更新費用
の増加から、水道料金の値上げが必要
であることを確認しました。
適正な水道料金へ改定するため、海

田町水道事業経営審議会に諮問し、昨
年２月から今年３月までの４回にわた
る審議を経て、先月３日に町の水道料
金改定（案）を適当と認める答申を受
けました。この答申を踏まえ、料金改
定を進めていきます。

・平均改定率は、15パーセントの値上げとする。
・水道料金は５年毎に見直しを行う。
・使用する用途や使用量による料金格差を段階的に
縮小するとともに、月当たり8立方メートルまで
の水量にも従量料金を設定する。

・臨時用やプール用などにも基本料金を設定する。
■答申の附帯意見
・水道料金改定の実施時期については、社会情勢を踏まえ、適切に判
断すること。

・水道料金改定の際には、料金改定の趣旨や内容を分かりやすく水道
使用者に広報し周知に努めること。

・人材育成と経営の効率化により、経営基盤の強化に努めること。
・水道事業を安定して運営するため、計画的な設備更新の推進や水道料金徴収率の向上に努めること。

 主な意見
・人口が増えているのは良いことだが、やがて減少に転じるので、今のうちに料金改定をしていくことは重要である。
そのためにも、今の使用者世代に値上げの必要性を説明して、15パーセントの値上げを理解してもらう必要がある。

・広報誌などでの説明をしっかり行ってもらいたい。
※第６回海田町水道事業経営審議会、答申式に関する資料などは、海田町のホームページに掲載しています。

３月 23 日に第６回海田町水道事業経営審議会を開催しました。

水道料金
改定（案）の
内容

▲町長に答申書を提出する今岡会長（中央）と伊藤副会長（左）


